
 

 

 

主 催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

趣 旨 

前橋市国土強靭化地域計画の重点化施策の一つである「防災啓発・防災教育の推

進」を目指し、保育現場における防災啓発及び防災教育を幼稚園を中心とした園児

及び幼稚園教諭に対し実施しその充実を図る。また、実施にあたっては、BCP（災

害時に重要業務が中断しない）を考慮する。 

対 象 幼稚園教諭・保育士等 

定 員 ２０名程度 ※応募方法にご注意ください。 

日 時 
令和６年１月１９日（金）～２０日（土） 

※1 月 20 日（土）のみ日帰り参加も可能。 

会 場 国立赤城青少年交流の家（群馬県前橋市富士見町赤城山２７） 

アクセス 自家用車：前橋市街地より３０分程度、関越自動車道 赤城 IC より２０分程度 

参加費 

【宿泊】３，０００円 

食事代（朝 1 回・昼１回・夕 1 回）、シーツ等洗濯代、保険料、その他事業にかかる経費 

【１月２０日日帰り】１，１００円 

食事代（昼１回）、保険料、その他事業にかかる経費 

募集期間 令和５年１２月２８日（木）まで 

応募方法 

①一般社団法人群馬県私立幼稚園・認定こども園協会を通して申し込み。 

②上記以外の幼稚園・保育園は下記のフォームから申し込み。 

 

 

 

※参加が決定した方には、詳細な案内文書をお送り致します。 

(問合せ先 国立赤城青少年交流の家 TEL:027-289-7224 担当：小林 大輔) 

その他 

※ご記入いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有す

る個人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関

する事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することは

ありません。本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感想文等の著作物

を、当機構の広報等に使用する目的で、報告書や刊行物、インターネット(ソー

シャルメディアサービスを含む)等に掲載することがあります。また、新聞社、

雑誌社等が発行する刊行物やインターネット(以下、「印刷物等」)に記事・写真

を掲載することもあります。なお、当機構がインターネット上に公開した肖像及

び著作物について、本人又は保護者から削除の依頼を受けた場合は速やかに削

除します。ただし、機構発行の印刷物並びに機構以外の者が発行・運営する印刷

物については対応できかねますのでご了承ください。 
※プログラムや講師等については、予告なく変更することがあることを予めご了

承ください。 

令和５年度 国立赤城青少年交流の家 教育事業  

幼 児 教 育 指 導 者 の た め の 防 災 研 修 会  

【申込フォーム】 



主な内容 

 

主な日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

 TEL:027-289-7224  FAX:027-289-7226 E-mail:akagi-kikaku@niye.go.jp 

 URL:https://akagi.niye.go.jp/     担当：企画指導専門職 小林 大輔 

 

 

 

内容と形態 
講師及び 

担当 

【説明】「幼児向けプログラム紹介・施設見学」 

当施設で実施できる幼児向けプログラムの紹介と施設見学を行う。 

交流の家 

職員 

【講義・実習】「防災研修１」 

BCP（災害時に重要業務が中断しない）を考慮した、保育現場における防

災啓発及び防災教育、特に避難確保計画の作成について学ぶ。 

【講義・実習】「防災研修２」 

幼児向けの防災学習や親子で実施する防災学習について学ぶ。 

群馬大学 

大学院 

教授 

金井昌信 氏 

【オプション】「情報交換」（たき火） 

宿泊での参加者向けに、情報交換を図る機会と場を設け、防災にかかわら

ず、参加者同士の交流を図る。 

交流の家 

職員 


